
新
し
い
天
皇
が
誕
生
す
る
即
位
式
な
ど
の
様
子
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
が
残
さ

れ
、
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
本
書
は
、
平
安
時
代
に
即
位
式
で

使
わ
れ
た
調
度
品
（
道
具
類
）
を
図
で
解
説
し
た
も
の
で
す
。
写
真
の
高た

か

御み

座く
ら

は
、

即
位
式
で
天
皇
が
座
る
玉
座
で
す
。
三
層
の
壇
の
上
に
八
つ
の
柱
が
立
ち
、
そ
の

上
に
八
角
形
の
屋
根
が
あ
る
作
り
で
す
。
屋
根
の
頂
上
は
鳳
凰
や
鏡
な
ど
で
飾
ら

れ
、
八
つ
の
各
面
を
帳

と
ば
り

で
覆
い
、
中
央
に
は
御
椅
子
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

即
位
式
で
は
、
ま
ず
天
皇
が
紫し

宸し
ん

殿で
ん

（
公
式
の
儀
式
を
行
う
御
殿
）
の
高
御
座

に
入
り
ま
す
。
高
御
座
の
帳
が
開
く
と
、 
群
臣
の
前
に
天
皇
が
初
め
て
姿
を
現
し

ま
す
。
皇
位
に
つ
く
宣

言
で
あ
る
宣せ

ん

命
み
ょ
う

を
読
み

上
げ
る
と
、
帳
が
再
び

閉
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
清せ

い

涼
り
ょ
う

殿で
ん

（
天
皇
の

日
常
の
御
殿
）
に
戻
り
、

式
は
終
了
。
新
天
皇
の

誕
生
で
す
。

今
年
は
新
天
皇
が
即

位
し
、
新
た
な
御
代
が

始
ま
り
ま
す
。
古
来
か

ら
行
わ
れ
て
き
た
厳
粛

な
儀
式
は
今
し
か
見
ら

れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
。
新
し
い
時
代
へ
の

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、

脈
々
と
引
き
継
が
れ
て

き
た
儀
式
に
目
を
向
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

問岩瀬文庫（☎５６・２４５９）

岩
瀬
文
庫
学
芸
員　

青
木
眞
美

御
即
位
調
度
文
安
図

（
１
２
８
―
５４
）
１
冊
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東
幡
豆
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
東
幡
豆
海

岸
で
行
わ
れ
る
「
は
ず
ス
ト
ー
ン
カ
ッ

プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ー
ス
」
。
毎
年
市
内

外
か
ら
約
７０

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
手
作

り
の
イ
カ
ダ
を
必
死
に
こ
い
で
、
速
さ

を
競
い
合
う
熱
い
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ

ま
す
。
優
勝
チ
ー
ム
に
は
「
幡
豆
石
」
で

作
ら
れ
た
優
勝
カ
ッ
プ
が
贈
ら
れ
ま
す
。

幡
豆
石
は
硬
く
丈
夫
な
の
が
特
徴
で
、

古
く
は
名
古
屋
城
の
石
垣
に
も
使
わ
れ
、

幡
豆
地
区
で
は
戦
国
武
将
の
加
藤
清
正

や
福
島
正
則
ら
が
採
石
し
た
こ
と
を
示

す
刻
印
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
採
石

場
と
海
と
の
距
離
が
近
く
運
搬
し
や
す

か
っ
た
た
め
、
地
域
の
産
業
と
し
て
発

展
し
、
東
幡
豆
港
の
石
材
ふ
頭
か
ら
は
、

日
本
各
地
へ
幡
豆
石
が
出
荷
さ
れ
て
い

ま
す
。
横
滑
り
し
に
く
い
と
い
う
特
徴

を
持
ち
、
現
在
は

河
川
や
海
岸
の
護

岸
工
事
に
多
く
用

い
ら
れ
、
羽
田
空

港
や
中
部
国
際
空

港
の
基
礎
工
事
、

東
日
本
大
震
災
の

復
興
工
事
の
石
材

と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
幡
豆
石
を
運

ぶ
ト
ラ
ッ
ク
が
ま

ち
の
中
を
走
っ
た

り
、
石
を
切
り
崩
す
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の

音
が
響
い
た
り
、
幡
豆
石
は
身
近
な
存

在
だ
っ
た
。
地
元
の
特
産
品
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
に
な
れ
ば
」
と
話
す
の
は
、

は
ず
ス
ト
ー
ン
カ
ッ
プ
実
行
委
員
会
の

副
実
行
委
員
長
・
石
川
竜
章
さ
ん
（
東

幡
豆
町
）
。
西
尾
み
な
み
商
工
会
の
青

年
部
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
毎
年
イ

ベ
ン
ト
を
支
え
て
い
ま
す
。
「
幡
豆
の

海
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

今
年
の
は
ず
ス
ト
ー
ン
カ
ッ
プ
チ
ャ

レ
ン
ジ
レ
ー
ス
は
、
７
月
２８

日
㈰
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
１１

ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

石川竜章さん。後ろには、東幡豆
港の石材ふ頭に積まれた幡豆石

本書は開催中の企画展「〈御即位慶賀〉帝～平成から令和へ～」
に出品中です。ぜひ、ご覧ください。



西 尾 市 の デ ー タ

３月１７日に行われた「西尾千人太鼓」
で撮影した１枚です。市内外から集
まった１,000人以上の太鼓の打ち手
は、半年以上前から練習を重ねてき
ました。この催しのために書き下ろ
された「ＮＯ・ＲＯ・ＳＨＩ」とい
う曲を心を一つに演奏。いきいきと
演奏する皆さんの姿に、観客から大
きな拍手が送られていました。

広報にしおで楽しみにしていた「編
集雑記」まさか自分が書く立場にな
るとは…。この４月に人事異動で広
報広聴担当に仲間入りし、右も左も
東も西も分からない毎日を過ごして
います。自分のモットーは「やって
みよう」の精神。ある歌手の楽曲を
聞いて、それ以来仕事をする上で大
切にしていることの一つです。現状
に甘んじず、失敗を恐れず、何事に
も挑戦するかっこいい姿を、先輩や
後輩に見せられるように頑張ります。
（斎藤泰三）

編 集 雑 記

今 月 の 表 紙

【 西 尾 市 役 所 】

URL （パソコン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/
 （携帯電話）　http://www.city.nishio.aichi.jp/mob/
 （スマートフォン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/sp/

E-mail　nishio@city.nishio.lg.jp

■本　　庁 ☎0563・56・2111（代表）
 〒445ー8501　西尾市寄住町下田22
■一色支所 ☎0563・72・7111（代表）
 〒444ー0492　西尾市一色町一色東前新田8
■吉良支所 ☎0563・32・1111（代表）
 〒444ー0596　西尾市吉良町荻原川畑20
■幡豆支所 ☎0563・62・5511（代表）
 〒444ー0798　西尾市西幡豆町仲田14ー2

スマートフォンなどで
読み取ると「スマートフ
ォン用西尾市ホームペ
ージ」が閲覧できます。

●
荻
原
小
学
校

●
花
ノ
木
小
学
校

３
月
６
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
チ
ャ
ン
ボ

ッ
ク
小
学
校
へ
楽
器
を
贈
る
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
会
が
中
心
と
な

っ
て
集
め
た
多
く
の
楽
器
を
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
王
国
平
和
親
善
大
使
に
手
渡
し
ま

し
た
。

　

４
月
５
日
、
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新

１
年
生
の
小
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
上
級
生
か
ら
応
援
の
言
葉
が

送
ら
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
固
か
っ
た

表
情
が
緩
み
、
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

て
い
ま
し
た
。

●
福
地
北
部
小
学
校

　

４
月
５
日
、
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
一
年
生
３６
人
が
上
級
生
と
手
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
、
体
育
館
へ
入
場
。
在

校
生
か
ら
の
温
か
い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、

自
分
の
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
元
気
な
声

で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

■人口

■交通事故の状況

■消防の状況

火災 救助 救 急

3月 6件 5件 558件

31年累計 22件 15件 1748件

４月１日現在 前 月 比

男性 87,611人 +151人

女性 84,813人 －105人

計 172,424人 +46人

世帯数 65,046世帯 +306世帯

人身事故
件 数

死 傷 者

死亡者

3月 53件 73人 0人

31年累計 147件 181人 1人

■犯罪発生の状況

刑法犯総数 侵入盗特殊詐欺

3月 62件 6件 0件

31年累計
（被害総額）

234件 16件 1件
80万円
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